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１．概要（Summary） 

共役系高分子あるいはナノカーボン材料などのπ電子

系材料は、ドーピングにより伝導特性や光学応答を制御

することが可能である。当研究室では、これらの材料のイ

オン液体を用いたドーピングについて研究を行っている。

これまでの研究において、平面型構造をもったイオン液

体ドーピングセルを用いることにより種々の光学応答の観

測が可能であることを明らかにしている。本年度は、共役

系高分子のドーピング状態の研究に関連して装置利用を

行った。共役系高分子は、スピンコーティングなどの手法

により、比較的大面積の薄膜作製が可能である。このよう

な薄膜を平面型セルに用いることで、大面積にわたるドー

ピング状態の空間依存性を評価でき、研究室の装置を用

いて、大面積薄膜の光学応答のマッピング測定を行って

いる。この際に用いる試料の膜厚・表面状態を正確に知

ることを目的として計測を行った。 

 

２．実験（Experimental） 

【利用した主な装置】 

段差計 

【実験方法】 

当研究室内においてスピンコーターを用いて薄膜の作

製を行った。市販の共役系高分子を有機溶剤に溶かし、

石英基板上にスピンコートした。これまでの経験から数 10 

nm～100 nm程度の膜厚であると予想される。この薄膜

の一部（端付近）を剥離し、その段差を段差計により計測

した。 

 

３．結果と考察（Results and Discussion） 

段差形状を段差計により計測した。今回の試料は理想

的な段差の形成ができておらず、十分な精度で膜厚を決

定するには至らなかった。この研究における目的のために

は、再現性の高い測定を行い、膜厚決定を正確に行うこと

が重要である。薄膜の膜厚の情報と光学的な測定を合わ

せることにより、物性値に関する定量的な評価を行うことが

できるため、詳細な検討を今後継続して行いたい。 
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